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女性組織綱領を朗唱（河合副部長、女性部総会にて）

青年部瀬戸議長（青年部総会にて）



　

農
協
青
年
部
（
松
永
康
彦
部
長
）
は
、
3
月
21
日

農
協
本
所
大
会
議
室
で
、
部
員
等
28
名
が
出
席
し
て

第
２
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
青
年
組
織
綱
領
朗
唱
の
後
、
松
永
康
彦
部
長

よ
り
、
設
立
初
年
度
の
事
業
活
動
に
関
し
て
の
説
明

と
、「
厳
し
い
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
瀧
澤
代
表
理
事
組
合
長
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
釧
路
地
区
青
年
部
協
議
会

の
八
幡
会
長

か
ら
も
祝
辞

を
い
た
だ
き
、

議
事
に
入
り

ま
し
た
。

　

議
長
に
は

音
白
支
部
の

瀬
戸
賢よ
し
の
り成
さ

ん
が
選
出
さ

れ
、
平
成
20

年
度
の
活
動

と
し
て
尚
一

層
の
団
結
を

深
め
、
自
己
研
鑽
を
は
か
る
た
め
の
交
流
会
や
研
修
会
の

企
画
や
、
管
内
・
全
道
協
議
会
の
事
業
参
画
を
盛
り
込
ん

だ
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
る
な
ど
、
ス
ム
ー
ズ
に
審
議
は

終
始
し
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

農
協
女
性
部
（
橋
村
美
和
子
部
長
）
は
、
3
月
24
日
農

協
本
所
大
会
議
室
で
、
部
員
等
32
名
が
出
席
し
て
第
２
回

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

河
合
副
部
長
（
音
別
）
に
よ
る
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
綱
領
朗

唱
の
後
、
橋
村
部
長
か
ら
設
立
初
年
度
か
ら
前
向
き
に
事

業
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
内
容
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

来
賓
の
瀧
澤
代
表
理
事
組
合
長
に
続
き
、
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
釧
路
中
西
部
支
所 

小
出
地
域
第
一
係
長
と

よ
つ
葉
乳
業

㈱
根
釧
工
場 

木
村
酪
農
担

当
課
長
よ
り

祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

議
事
は
大

硲
幸
子
さ
ん

（
幌
呂
）
を

議
長
に
選
出

し
進
め
ら
れ

ま
し
た
が
、

平
成
20
年
度

計
画
の
特
筆

す
べ
き
点
に
、

子
供
を
対
象

と
し
た
体
験

学
習
と
い
っ

た
食
育
活
動
な
ど
を
と
お
し
、
消
費
者
と
の
対
話
・
交
流

を
重
点
に
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か

多
く
の
活
発
な
意
見
が
部
員
か
ら
出
さ
れ
、
課
題
・
目
標

が
明
確
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
案
の
審
議
の
後
、
峯
田
副
部
長
（
白
糠
）
が
壇
上
に

上
が
り
全
員
で
Ｊ
Ａ
女
性
の
歌
「
明
日　

輝
く
た
め
に
」

を
さ
わ
や
か
に
合
唱
し
、
最
後
に
安
藤
副
部
長
（
幌
呂
）

が
閉
会
挨
拶
を
務
め
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
ま
ま
終

了
し
ま
し
た
。

青年部総会

カメラ

アングル

橋村女性部長挨拶

大 硲 議 長

閉会挨拶をする安藤副部長

1



　今回の畜産・酪農対策の検討は、配合飼料価格が高騰するなか生産コストの上昇分が
適切に価格転嫁されず、わが国の畜産・酪農経営がかつてない危機的状況にあるとの認
識のもとで議論された。

○補給金単価１円引き上げ
　加工乳生産者関連対策としては、加工原料乳生産者補給金単価を現行の 1kg あたり 10
円 55 銭に 1円上積みし、同 11 円 55 銭とした。配合飼料価格高騰による農家実質負担を
21 年 3 月まで反映させたものだ。01 年の BSE 発生の影響を考慮した 02 年度には 70 銭
の引き上げが行われたが、今回はそれを上回る 1円とした。
　他方で加工原料乳限度数量は 195 万トンと現行より 3万トン削減した。
　しかし、国際的な乳製品需給のひっ迫で国内製品に一過性の需要が発生していること
から、こうした需要で生乳がバター、脱脂粉乳に仕向けられる場合には、最大 12 万トン
に対して補給金単価と同額の助成を行う。これは限度数量の外数という位置づけのため、
加工原料乳に対して補給金が助成される数量は 207 万トンとなる。
　さらに、チーズ、生クリームの増産を図るため、生乳需要構造改革事業を増額し前年
度比約 30 万トン増やす。これによって加工乳対策全体として今年度より約 39 万トン増
となる。

補給金単価、保証基準価格など全政策価格を引き上げ
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理　事　会　報　告
２月定例理事会
平成20年２月26日（火）
報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．１月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について

付議事項 
議案第１号　組合員の資格審査について
議案第２号　出資金の減口承認について
議案第３号　大口信用供与先に対する融資の承認について

議案第４号　転貸資金の借入について
議案第５号　農業振興積立金要領の設定について
議案第６号　生乳集荷輸送契約の締結について
議案第７号　従業員に対する年度末賞与の支給について

その他協議事項 
１．平成19年度決算処理方針（案）について
２．平成20年度事業計画（案）の概要について
３．当面の業務日程について
４．その他

３月定例理事会
平成20年３月28日（金）
報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．定期（決算）監査報告について
４．内部監査報告について
５．２月末（決算）財務状況について
６．自己査定結果について
７．事業の実施処理状況について

付議事項 
議案第１号　平成19年度事業報告、貸借対照表、損益計

算書、剰余金処分案及び注記表の承認につ
いて

議案第２号　平成20年度事業計画の設定について

議案第３号　平成20年度諸利率・料率の設定について
議案第４号　貸付金の利率の最高限度について
議案第５号　第２回通常総代会の招集および提出議案につ

いて
議案第６号　議決権行使書面の取扱いについて
議案第７号　信用の供与等の最高限度額設定について
議案第８号　理事に対する資金の貸付について
議案第９号　役員と組合との取引基準の決定について
議案第10号　大口信用供与先に対する融資の承認について
議案第11号　固定資産の取得について
議案第12号　㈱ジェイエーコムズ文苑給油所の閉鎖につい

て
議案第13号　農協経営審査業務の外部委託について
議案第14号　諸規程の一部変更について



■平成19年度　生乳生産実績（2月）

月計乳量（kg） 12月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 7,977,003.4 105.2 89,528,810.1 101.6

（ 鶴 居 地 区 ） 2,556,507.8 113.0 28,441,723.6 105.2

（ 幌 呂 地 区 ） 2,213,466.5 105.0 24,228,384.5 103.4

（ 白 糠 地 区 ） 1,862,915.5 100.1 21,548,876.3 99.2

（ 音 別 地 区 ） 1,344,113.6 99.9 15,309,825.7 96.4

管 内 計 42,263,283.3 106.4 481,824,517.9 102.0

（平成 18 年度管内計） 39,717,439.6 472,541,057.4

■平成19年度　生乳生産実績（3月）

月計乳量（kg） １月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,635,105.8 103.4 98,163,915.9 101.8

（ 鶴 居 地 区 ） 2,765,174.7 108.4 31,206,898.3 105.4

（ 幌 呂 地 区 ） 2,405,442.3 104.7 26,633,826.8 103.5

（ 白 糠 地 区 ） 1,995,045.9 97.8 23,543,922.2 99.1

（ 音 別 地 区 ） 1,469,442.9 100.6 16,779,268.6 96.7

管 内 計 45,176,287.3 103.1 527,000,805.2 102.1

（平成 18 年度管内計） 43,823,400.5 516,364,457.9
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　来る５月 15 日（木）に本組合第２回通常総代会が開催されます。そこに提案される議案などの各事項につきまして、
事前にその内容をご理解願うため、下記日程で地区別懇談会を開催いたしますので、時節柄ご多用の事とは存じます
が是非ご出席下さいますようご案内申し上げます。

開催日程
開 催 場 所 開 会 時 間 日    程 参集範囲

4月21日㈪ 午前10時30分より 白糠支所会議室（酪農研修センター） 白糠地区組合員
4月22日㈫ 午前10時30分より 音別支所会議室 音別地区組合員
4月25日㈮ 午前10時30分より 幌呂支所会議室 幌呂地区組合員
4月26日㈯ 午前10時30分より 本 所 会 議 室 鶴居地区組合員

春季地区別懇談会の開催について

懇談事項
　①酪農畜産情勢等について
　②平成 19 年度事業報告並びに決算承認について
　③平成 20 年度事業計画の設定について
　④第２回通常総代会の招集及び提出議案について

　⑤その他
※ 参集範囲にかかわらず、日程上都合の良い会場へご出
席下さい。

　今年の巡回ドックの日程が下記のとおりになっていますので、申込をされた方は忘れずに受診下さい。
　 今年度より健康保険法の改正により、加入している健康保険組合が40歳以上の加入者に対し特定検診（巡回ドック
等）を受診させる事が義務付けられました。

　・白糠地区組合員の皆様
　　町と協議の結果、国民健康保険加入者のみを対象に実施いたします。
　　　検診日時　　５月13日（火）～15日（木）　　午前７時より検診開始
　　　場　　所　　白糠町酪農研修センター
　　ご不明な点などありましたら、白糠支所　営農販売課（２－２２３５）にご確認下さい。

　・音別地区組合員の皆様
　　釧路市の対応となりますので、日程が９月頃（予定）とのことです。

成人病検診（巡回ドック）のご案内について

新人紹介 今年、新規採用されたフレッシュな新人を紹介します。

お知らせ

酒
さか

井
い

　大
だい

輔
すけ

■所属部署／営農部家畜改良課家畜改良係

■組合員の皆さんへ一言
　右も左もわからず、ご迷惑をお掛けすると思いますが、一日でも早く業務に慣れ、
信頼されるよう頑張りたいと思います。ご指導よろしくお願い致します。

■生年月日／昭和61年5月9日
■出 身 地／別海町
■出 身 校／北海道農業専門学校
　　　　　　（八紘学園）

■趣　　味／ツーリング、釣り
■特　　技／ギター



■平成19年度　生乳生産実績（2月）

月計乳量（kg） 12月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 7,977,003.4 105.2 89,528,810.1 101.6

（ 鶴 居 地 区 ） 2,556,507.8 113.0 28,441,723.6 105.2

（ 幌 呂 地 区 ） 2,213,466.5 105.0 24,228,384.5 103.4

（ 白 糠 地 区 ） 1,862,915.5 100.1 21,548,876.3 99.2

（ 音 別 地 区 ） 1,344,113.6 99.9 15,309,825.7 96.4

管 内 計 42,263,283.3 106.4 481,824,517.9 102.0

（平成 18 年度管内計） 39,717,439.6 472,541,057.4

■平成19年度　生乳生産実績（3月）

月計乳量（kg） １月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,635,105.8 103.4 98,163,915.9 101.8

（ 鶴 居 地 区 ） 2,765,174.7 108.4 31,206,898.3 105.4

（ 幌 呂 地 区 ） 2,405,442.3 104.7 26,633,826.8 103.5

（ 白 糠 地 区 ） 1,995,045.9 97.8 23,543,922.2 99.1

（ 音 別 地 区 ） 1,469,442.9 100.6 16,779,268.6 96.7

管 内 計 45,176,287.3 103.1 527,000,805.2 102.1

（平成 18 年度管内計） 43,823,400.5 516,364,457.9
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辞  令  発  令
平成 20 年 3 月 1 日付
氏名 発令内容 氏名 発令内容

小池　一夫・管理部付を命ずる。・大松運輸株式会社へ出向を命ずる。 長屋　英俊・管理部付を命ずる。・大松運輸株式会社へ出向を命ずる。

田中　淳一・購買部生活課生活係を命ずる。

平成 20 年 4 月 1 日付
氏名 発令内容 氏名 発令内容

筥嵜　通晴・参事兼監査室長を命ずる。 松臺　恭二・音別支所長兼購買課長を命ずる。

畑野　　明
・管理部付を命ずる。
・ ㈳釧路市音別町農業振興公社へ出向を命ず
る。

高瀬　隆生・白糠支所長を命ずる。

石動　　稔・管理部管理課長兼監査室長補佐を命ずる。 増川　純仁・ 管理部管理課企画管理係長兼融資審査課融資審査係長を命ずる。

酒井　大輔
・ 職員に採用する。但し、6カ月間は試用期
間とする。
・営農部家畜改良課家畜改良係を命ずる。



「タオルを贈る運動」メッセージ
　「こんせん７２牛乳」利用者の方々より、贈られたタオルと共にメッセージをい

ただいております。ここでは、その一部を紹介させていただきます。（2006 年度は

10万 6,993 枚のタオルと 8,158 通のメッセージをいただきました。）

家畜販売市況情報  20年4月現在

初生とく

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１kg～７０kg 都度協議

４５kg～６０kg ７５０円/kg

４０kg～４４kg ６５０円/kg

（提供／ホクレン釧路支所）

乳 牛
□予想相場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

種　別　

　規　格

登　　録　　牛

上 中

育成（８～ 12ヶ月） ３００　　　～　　　２３０

初　　　　妊 ５3０～４8０ ４8０～４3０

経　
　

産

２ 産 ～ ３ 産 ３３０　　　～　　　２８０

４ 産 ～ ５ 産 ２８０　　　～　　　２３０
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飼
料
価
格
の
高
騰
が
つ
づ
い
て
い
る

今
、
高
品
質
な
サ
イ
レ
ー
ジ
を
作
る
こ

と
が
、
酪
農
経
営
に
と
っ
て
緊
急
の
課

題
と
い
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
昨
年
当
管
内
で
高
品
質
サ

イ
レ
ー
ジ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
Ｈ
地

区
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

共
同
作
業
や
コ
ン
ト
ラ
を
利
用
す
る

場
合
は
、
作
業
体
系
を
す
ぐ
に
変
え
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
今
か
ら
話
し

合
い
を
進
め
て
今
年
の
一
番
草
収
穫
に

望
み
ま
し
ょ
う
。

◆
収
穫
作
業
の
高
能
力
化
に
合
わ
せ
た

サ
イ
ロ
へ
の
詰
め
込
み
能
率
の
向
上

　

Ｈ
地
区
で
は
、
コ
ン
ト
ラ
に
よ
り
短

時
間
で
収
穫
で
き
る
体
制
が
整
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
サ
イ
ロ
で
は
詰
め
込
み

作
業
が
間
に
合
わ
ず
、
鎮
圧
が
不
十
分

に
な
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
収
穫
と
運
搬
の
作
業
性
は
確
保

し
な
が
ら
、
鎮
圧
作
業
の
能
率
向
上
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

○
作
業
者
の
確
保

　

 　

鎮
圧
時
間
を
確
保
す
る
た
め
、
既

存
の
コ
ン
ト
ラ
に
加
え
て
、
新
た
に

建
設
業
者
へ
鎮
圧
作
業
の
み
を
委
託

し
ま
し
た
（
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
重
機

の
セ
ッ
ト
）
。

○
サ
イ
レ
ー
ジ
鎮
圧
時
間
の
確
保

　

 　

タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
を
一
台
増
や

し
、
バ
ッ
ク
ホ
ー
と
で
二
本
同
時
に

作
業
を
実
施
し
ま
し
た（
写
真
一
）。

　

 　

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
ダ
ン
プ
の
荷

下
ろ
し
が
分
散
さ
れ
、
鎮
圧
時
間
が

確
保
さ
れ
ま
し
た
。

◆
サ
イ
レ
ー
ジ
の
質
的
変
化

①
踏
圧
密
度
の
変
化

　

 　

鎮
圧
が
ど
れ
だ
け
か
か
っ
た
か
を

見
る
た
め
、
サ
イ
レ
ー
ジ
の
密
度
を

調
査
し
ま
し
た
。
調
査
結
果
は
次
の

区
分
で
整
理
し
ま
し
た
。

　

・
一
本
詰
め
と
二
本
同
時
詰
め

　

・
バ
ッ
ク
ホ
ー
と
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル

　

 　

従
来
の
作
業
体
系
で
あ
る
①
と

新
た
に
取
り
組
ん
だ
④
を
比
較
す
る

と
、
平
均
で
四
割
増
に
な
り
ま
し

た
。
作
業
者
と
鎮
圧
時
間
の
確
保
に

よ
り
、
十
分
な
鎮
圧
が
か
け
ら
れ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

 　

特
に
、
最
小
密
度
は
八
割
増
と
な

り
、
鎮
圧
が
か
か
り
に
く
い
壁
際
や

上
側
の
品
質
が
向
上
し
ま
し
た
。

　

 　

ま
た
、
バ
ッ
ク
ホ
ー
で
の
鎮
圧

作
業
で
も
、
二
本
同
時
詰
め
に
よ
り

鎮
圧
時
間
が
確
保
さ
れ
、
平
均
で
二

割
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

（
①
と
③
の
比
較
）
。

②
発
酵
品
質
の
変
化

　

 　

良
質
サ
イ
レ
ー
ジ
の
目
安
の
一

つ
に
ｐ
Ｈ
が
あ
り
、
4.2
以
下
で
あ
れ

ば
、
良
質
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

 　

Ｈ
地
区
で
は
ｐ
Ｈ
が
平
均
で
4.0
、

そ
れ
以
外
の
地
区
の
ｐ
Ｈ
は
平
均
で

4.5
と
な
り
ま
し
た
。
Ｈ
地
区
で
は
良

質
サ
イ
レ
ー
ジ
を
調
製
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

◆
生
産
者
の
意
見

「
昨
年
の
サ
イ
レ
ー
ジ
よ
り
牛
の
食
い

込
み
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
」

「
サ
イ
レ
ー
ジ
の
廃
棄
が
全
く
な
い
」

「
牛
の
疾
病
も
減
っ
た
」

と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

サ
イ
レ
ー
ジ
の
品
質
向
上
の
た
め
に

は
、
基
本
技
術
を
確
実
に
実
行
す
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
事
例
は
生
産
者
が
基
本
に
立
ち

返
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
で
す
。
今
年

の
一
番
草
収
穫
ま
で
に
準
備
で
き
る
こ

と
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

6

普及センターだより 釧路農業改良普及センター  釧路中西部支所

も
っ
と
良
く
な
る
サ
イ
レ
ー
ジ

　
　
　
（
管
内
の
事
例
よ
り
）

写真１　サイロの２本同時詰め

表１ サイレージ調製法と踏圧密度の関係

区分 詰め方 鎮圧作業機
乾物密度（乾物 kg/ ㎥）調査

点数平均値 最大値 最小値

①
１本詰め

バックホー 104 135 73 7

② タイヤ
ショベル 120 149 82 3

③
２本同時
詰め

バックホー 123 147 95 8

④ タイヤ
ショベル 149 178 134 4

※調査はＨ地区を含む４地区で実施。
※乾物密度はサイロ断面の４カ所を測定。
※乾物密度の推奨値は、バンカーサイロで 175㎏ /㎥
　スタックサイロで 150㎏ /㎥
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女性組織綱領を朗唱（河合副部長、女性部総会にて）

青年部瀬戸議長（青年部総会にて）

□暖かい陽気が多かった３月がウソのような、４月の春の嵐でしたね。場所によっては生乳廃棄した地域もあったよう
です。こちらの方は、被害はそれほどでもなかったようですが、皆さんの施設はどうだったでしょうか。これから１番草
までの期間は、例年よりわりと暖かい予報が出ており、桜の開花時期も１週間ほど早いようです。
□春は卒業・入学、出会いと別れのシーズンです。ＪＡも退職された方や、新入職員がいます。冬から春に移るこの時期
は、切り替えのシーズンでもあります。我が家も先日４年ほど住んだ家を引っ越して、使用しないもの、不要なもの、無駄
なもの、かなり思い切った処分をしました。どうも、私の「片付けられない・捨てられない・チョッとそこにおいておく」
症候群がひどいようで、これも良い機会だったのかなと思っています。さて、毎年恒例の健康診断がありました（音別の
組合員の皆さんはもうしばらく待って下さい）。体調管理の切り替えも必要な診断結果が来なければいいのですが…。

長い間お世話になりました。

大坂　憲治

　このたび、平成20年2月末日をもって釧路丹頂農協を定年退職いたしました。
　私が旧幌呂農協に入組したのが昭和41年、それから42年余の永きにわたり組合員、役職員、関係機関の
皆様方には大変お世話になり、また、ご指導頂きましたことに心から感謝し、厚くお礼申し上げます。
　旧幌呂農協では管理部、上幌呂支所、下幌呂支所、店舗、管理部と釧路丹頂農協になってからは管理部
と、たくさんの職場を経験させていただき、地域の皆様と過ごした思い出は今でも宝物です。これからは
皆様からいただきましたご教示、ご芳情を忘れることなく、今退職を契機に私なりの人生の出発点とし
て、新しい生きがいに向かって歩んで参りたいと思います。
　末筆ではございますが、釧路丹頂農協の益々の発展と組合員並びに役職員の皆様のご健勝とご多幸を心
からご祈念申し上げお礼のご挨拶にさせていただきます。長い間お世話になり、ありがとうございまし
た。

高橋　直孝

　この度、平成20年２月29日をもちまして、釧路丹頂農業協同組合を退職いたしました。
　昭和43年５月、旧鶴居村農協に奉職以来39年10ヶ月の長きに亘り大過なく勤務できましたことは、偏に
組合員、役職員皆様をはじめ系統連合会、関係機関各位の公私に渡るご指導、ご協力の賜と心より感謝と
お礼申し上げます。
　昭和43年入組当初は販売業務を担当、その後管理、金融、営農、購買等経験し今日を迎えましたが販売
業務では当時、道路事情も悪く家畜車は２ｔトラック車で渡搬場等の架装設備も旧式で特に雄素牛、馬の
積込みには大変苦労したことが思い出されます。
　退職後は皆様から賜りました教訓を糧とし、趣味の川釣り、山菜採り等で心身を充電し第二の人生設計
を考えたいと思います。
　今後も何かとお世話になることがあろうかと思いますが、今まで同様ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い
申し上げます。最後に組合員皆様のご健勝と釧路丹頂農業協同組合の限りない発展を心からご祈念申し上
げ、退職のご挨拶とさせていただきます。

退職者の皆さんの新たな門出を祝い退職式が行われました

浅川　広明

営農部生乳課生乳係長
2月29日をもって早期退職しま
した

購買部生産資材
課調査役
2月29日をもっ
て早期退職しま
した

管理部管理課調
査役
2月29日をもっ
て定年退職しま
した

澁谷　松男

営農部生乳課生乳係
2月29日をもって早期退職しま
した

白鳥　浩也
音別支所購買課音別給油所
3月31日をもって退職しました


